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はじめに

北方四島と呼ばれる択捉島、国後島、色丹島，歯舞諸防は北海道の北東に弧状をなして迎

なる烏峻群であり，千Ab列島の南部に位縦している．この地域には，［1本列烏とカムチャッ

カ､|§,！;6の要素が混在した多様な鳥類ｲ;'1が成立しており，1911t紀の初頭から欧米の研究者を''’

心に鳥類の研究が行なわれてきた．また，２０世紀前半の一時期にはＦ１本人による研究も活発

に行なわれたが（内I１１１９１２，１１１階1929,Yamashinal931など)，第二次世界人戦以降は領

土問題から入城が厳しく制限され，１１本人研究者による報告はみられない．その後はおもにⅧ

ソビエト連邦の研究特により調査が行なわれており，特にNechaev（1969）に1弾しい，堆近

では，ネチャエフ・藤巻（1994）が北方I）L|,libとその周辺に生息する鳥類i1鉢の!|'で，それま

でに記録のある280種を取り上げている．これらの報告から，北方IﾉLI島の烏猟ｲ:11は北海道の鳥

類相と類似していることが予測できるが、生息数や生息環境との関係などは不明な点が多い．

縦満らは，1998年に当地の自然保該推進の基礎資料収集を'二|的に、日本人鳥類研究者とし

て峨後初めて北方ILlAbの択捉島と色川(bへ入城して烏卿;'１１淵査を行なうとともに，2000年に

も|Jil後島で調査を実施する機会を得た．ここでは，その納果に基づいて北方lﾉＬｌ,ｌｍｊの鳥類机に

ついて報告する．なお地名については，本文中では[1本符をもちいたが，図表と英文要約に

はこれまでのソビエト連邦をはじめとする研究者による報告との対比を容易にするため、日

本名とロシア名とを併記した．

調査地および調査方法

調秀地は、北方凹脇のうち択捉烏および国後島，色丹脇とそれらの周辺海域で．あり、これ

2001年１）ｊ９Ｒ受理

キーワー/く畿.･砿〃，シマフクロウ，タンチョウ，，ﾙﾝﾝ源ﾙＩ北方lﾉﾘ脇

＊1.|木政府は，公式には北方領土という川諦をもちいている．水稲では北海道のI|'でも，北海道木脇

と択捉島・唾l後脇・色丹燭・歯舞諸島をIﾒ:別しやすくするために、北海道木脇を北海道、北方領．!言

に棚当する択捉烏・凶後烏・色丹島・歯獅詣島を北方凹烏と炎現した．
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図１．海上観察ルート
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図２．任意踏査実施地点

Fig.２．Amapofthesurveyedarea．
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表１．調査地の環境概要
Table､１.EnvironmentofEtorofUls.,Kunashirils･andShikotanls‘

品名IsIandS

択捉島

Etorofuls．

国後島

K1maghirils．

色丹島

Shikotanls‘

澗査地の現境概要Environment

12の火山塊と多くの山からなる北方四勘で股大の島であり，南西端には活火山で岐断妹（標尚1,221ｍ）のベ
ルタルベ山がある．柿生では，アカエゾマツの大規模な森林が発達し，島の中央部にはチシマザサなどの箪
地も広がる．森林はアカエゾマツのほか，グイマツの巨木が紗那から留別へ至る間に多数見られるが，いず
れも風雪の影響を大きく受けて樹高が低く変形している．

北方四島の中では択捉島に次ぐ大きさの島であり，島の北東部に爺々岳，中部に羅臼岳，南部に泊山と山々
が連なる．平地は少なく，山間部から流れ出た水は急で短い多くの渓流をつくって海に注いでいる．森林は
エゾマツやトドマツなどの針葉樹林が主体であり，ミズナラなどの広葉樹林は少ない．林のない場所にはチ

シマザサが優占し，沿岸部ではハマナスの大群落が発達する．ケラムイ岬は，全体が砂丘草原からなるとと
もに，湿地や沼が点在する．東沸川周辺にはヤチヤナギやワタスゲ，エゾカンゾウ，ハイイヌツゲ．チシマ
ガリヤス，ネムロコウホネ．エゾノレンリソウ，エゾノサワアザミ，チシマアザミ，ハイマツなどの生育す
る中間湿原が広がる．

歯舞諸島の東部にあり，比較的平坦な地形からなる．標澗が170～240ｍ程度のなだらかな小山が多く見ら
れ，海岸沿いには大小多数の島が点在するとともに，沿岸部は複雑な地形を形成する．また大規模な森林は
発述せず，チシマザサなどの草地が大きな而敬を占める．森林ではエゾマツやトドマツ，ダケカンバ林が点
椛しており，ミヤマビヤクシンなどの疎林となる場所もある．谷間の河川沿いには，樹高３ｍ程度のケヤマ
ハンノキ林が発迷する．

図３．ラインセンサスルート位置

Fig.３．LocationoftwocensusroutesonKunashil･ｉｌｓ．

７

岬

Rki,！

らの詳細については付表１に示した．1998年７月15～2011にかけての鋪１回目の調稀では，

択捉島の別飛湿原（Ｅ-1）とその周辺の森林（E-2)，紗Mlj周辺（E-3)，紗jjl;近郊ﾘ岬化場（Ｅ－

４)，ナヨカ湾（Ｅ-5)，紗那から留別に至る森林地域（Ｅ-6)，留別川（Ｅ-7）と留別柵（Ｅ-

8)，年萌湖分岐（E-9)，年萌（E-10)，色丹烏のマタコタン海岸（S-l)，斜占丹近郊ダム（Ｓ
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表２．ラインセンサスルートの環境概要

Fig.２.Environmentaroundcensusroutes．

調査地点ルートＮｏ．ルート長
LocationRouteNo・Len樫tｈ

チクニ川上流
ChikuniRiver．

(IlyushinaR.）

ケラムイ岬
Ｋｅｒａｍｕｉ

(Veslovskjy）

R､１３ｋｍ

R､２５ｋｍ

環境概要
Environment

周辺植生は，ミズナラ，ハルニレ．トドマツなどからなる針広混交林とササ草地
からなる．Ｒ､1(Ａ)は起点から1.5kｍ地点までで，混交林が約60％･ササ草地が約
40％を占める．Ｒ､1(B)は1.5から３kｍ地点までで，混交林が約80％・ササ草地と高
茎草地が約20％を占める．調査者２名が１区ずつ個別に実施．

全体が砂丘草原となっており，ハマナスやエゾカンゾウ，イワノガリヤスなどが

生育する．起点から３kｍ地点までのＲ２(A)～R2(C)は低茎草地が100％を占める．
3kｍ地点のR､2(D)から終点のR､2(E)までは湿地や沼とともに高茎湿地植生が約
40％，低茎草地が約60％となる．しかし，Ｒ２(Ａ)～R､2(E)に至る各区ともに環境は
均一ではない．森林は見られない．鯛査者５名が1区ずつ個別に実施．

-2)，カンバライソから斜古丹に至る峠（S-3)，エイタンノット崎（S-4)，イタコタン崎（Ｓ

-5)，カンバライソ沖の小島（S-6)，イネモシリ海岸（S-7）で鳥類観察を行なった．また船

での移動中(ＯＳ，ＨＳ)には，海上に出現する海鳥類の記録も行なった．2000年７月19～28日

にかけての第２回目の調査では，国後島での陸上鳥類と国後島および色丹島周辺海域の海鳥

調査を行なった．国後島では，ノットセ（K-l）～チクニ川（Ｋ-2）～ドマセワ川（Ｋ-3）～植

古丹（Ｋ-4）～キナカイ（Ｋ-5）～近布内（Ｋ-6)，古釜布湾（Ｋ-7)，ニキショロ湖（Ｋ‐

8)，束沸川河口～東沸湖（Ｋ-9)，束沸湖と監視小屋周辺（Ｋ-10,Ｋ-１１)，監視小屋～二本岩

（K-l2)，二本岩～植尻（Ｋ-13)，アンドレエフカ川沿い（K-l4)，ケラムイ岬（Ｋ-15,Ｋ－

16)で鳥類観察を行なった．国後島弁天島～荒島(Ｍ-1,Ａ－１，Ａ-2)および色丹島軍艦岬～大

崎～エイタンノット崎（Ｍ-2）にかけては，海上から海鳥の観察を行なった．海上観察ルー

トと任意踏査実施地点は図１および図２に，調査を実施した島の環境概要は表ｌに示すとお

りである．

陸上での調査は，任意踏査を主体に実施したが，国後島のチクニ川上流(Ｒ､l)およびケラ

ムイ岬（Ｒ,2）ではラインセンサスにより鳥類相の定量的な把握を試みた（図３，表２）．ライ

ンセンサスは，センサスルートを約２km／時で歩きながら片側50ｍ（両側100ｍ）の幅に出現

する鳥類の個体数をすべて記録することにより行なった.調査は,Ｒ､1の場合はルートを２分

割して２名の調査者が個別に,Ｒ､２はルートを５分割して５名の調査者が個別に行なった．ま

た観察にあたっては，片側25ｍ（両側50ｍ）および片側50ｍ（両側１００ｍ）を分けて記録した．

結果および考察

１．北方四島の鳥類相の特徴

1998年および2000年に実施した２回の調査を通じて，北方四脇には原生的自然を含めて良

好な自然環境が多く残されていることが明らかとなった．これらの島々の鳥類相は，北海道

と類似するものの，一部の種については生息状況が異なっていた．陸域の鳥類では，アオバ

トやコヨシキリ，ヒヨドリ，コムクドリなどは北海道で普通に生息する種であるにもかかわ

らず，北方四島ではほとんどないし全く観察されなかった．これらの極は北方四島では文献
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上も少ないとされており（Nechaevl969)，北海道ないし北方四島が，ほぼ分布北限になっ

ているものと考えられる．森林を構成する樹極は，北海迫とは異なり河畔林を除くとエゾマ

ツやトドマツなどの常緑針葉樹が多くを占めており，ミズナラなどの広葉樹は非常に少なか

った．このことは，果実食の種の分布を制限する要因になっていると考えられる．

北方四島の鳥類相は，シマフクロウやアカアシシギ，タンチョウ，エトピリカなどの極が

生息する点からも，とりわけ道束の知床・根室・釧路地方の鳥類相に酷似していた．また，

コマドリやルリビタキ，ヒガラ，ウソなどは本州以南では亜高山帯針広混交林などに生息す

る種であるが，道東から北方四島では海岸付近から山地に至る針葉樹を主体とした森林全域

に生息する．つまり，道東から北方四島では，道南地域から本州以南で山地に生息する砿が

海岸付近にもみられるのが特徴である．北海道では，本州中部の高山帯に分布するカヤクグ

リやホシガラスなどが2,000ｍ前後の標高に生息し，ホオアカやビンズイ，ゴジュウカラなど

の本州中部では比較的標高の高い地域に生息する種が低地でみられるなど，鳥類の垂世分布

は本州の垂直分布が「圧縮」された形でみられる（藤巻1998)．今回は繁殖期の調査であっ

たが，国後島では海岸付近でビンズイ（K-l）やコマドリ（Ｋ－１，３，４)，ホオアカ（Ｋ-11,

12,13)，ウソ（Ｋ-12,13）などが観察され，択捉島（E－１，４）や色丹島（S-2）でも海岸付

近の草原でウソが観察されるなど，北方四島でもこれと同様の現象が認められた．

海鳥については，国後島および色丹島の沿岸域を中心に調査を行なった．北海道沿岸域で

は，ケイマフリやエトピリカ，ウトウなどの海鳥が混獲等の原因により激減している（近藤

ほか’986，片岡・水野1999)．しかし国後島荒島におけるウトウ173羽，エトピリカ85羽，

ケイマフリ57羽をはじめとして，色丹島でもウトウ310羽以上，ケイマフリ575羽以上，エト

ピリカ18羽が観察され，悪天候と限られた調査時間にもかかわらず多くの海鳥の生息を示唆

する結果が得られた．これは，海鳥にとって良好な環境が存在することを示すものである．

北方四島では，沿岸ｌ～３マイルはロシア政府による海洋保迩区として船舶の立ち入りおよ

び網漁が禁止されている．カムチャツカ半島から千島列島を取り巻くロシア経済水域では，

流網による海鳥類の混獲が発生しており（藤田・樋口1991,Artukhine／α/，1999)，この

ような規制は沿岸域をおもな生息地とするケイマフリなどの極にとっては保護の効果が大き

いものと考えられる．

北方四島では近年，ロシアの経済状況の悪化とともに，国後島および色丹島，歯舞諸島と

それらの周辺海域を管轄するクリリスキー国立自然保護区の予算と職員は大幅に削減されて

おり，密猟に対する監視や調査研究などの機能を十分に果たしていない．それに伴い，密猟

や漁船の違法操業が横行し，自然環境は急速に危機にさらされつつある．今後はさらに，保

護のための十分な基礎資料を得るために，クリリスキー国立自然保護区との協力のもとに、

日本やロシアの研究者，自然保謹関係者を交えて環境調査を継続する必要がある．
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２．各島別の現地調査結果

ｌ）択捉島

・鳥類相の概要

択捉島は北方四島のうち最大の島である．今回は，島の中央部分の森林から湿原にかけて

のみ調査を行なうことができた．わずかな時間での調査結果から鳥類相を論じることは難し

いが，陸上での約1.5日間の調査の結果，１０目21科31種の鳥類が記録された（表３，付表

２）．

択捉島の鳥類相は，国後島や北海道東部の鳥類相に類似すると考えられるが，タンチョウ

やシマフクロウなど記録を欠く種も多く（ネチャエフ・藤巻1994)，道東地方や国後島に比

べて鳥類相の貧弱化傾向が認められた．

・環境別の鳥類相

森林の鳥類

２０種の鳥類が記録された．別飛湿原付近の森林(E-2)ではアオジやアカハラ，ウソ，コル

リ，ミソサザイなどが観察された．紗那近郊の卿化場(E-4)や紗那から留別に至る森林地域

（Ｅ-6）では，アカケラやコルリ，アカハラ，キビタキ，コサメビタキ，ウソ，ミソサザイ，

ホシガラスなどの森林性種に加え，林縁部ではアオジやウグイス，エゾセンニュウなどが観

察された．紗那周辺（E-3）では海岸段丘の斜面が森林，段丘上は潅木草原が発達しており，

斜面の森林ではコルリやエゾセンニュウなどが観察された．

草原と湿原の鳥類

２４種の鳥類が記録された．別飛湿原（E-1）では，海岸はハマナスが繁茂する砂丘であり，

やや内陸は一面の草原と湿原，および沼が点在する湿地であった．湿原ではアオサギ，オオ

ジュリン，シマセンニュウ，タカブシギ，ノゴマ，ハクセキレイ，ヒバリ，ベニマシコなど

が観察された．紗那周辺(E-3)の段丘上の草原では，ウグイス，ベニマシコ，ノビタキ，カ

ワラヒワ，カッコウ，ヒバリなどが観察された．段丘斜面の砂崖にはショウドウツバメの集

団繁殖地がみられた．留別川（Ｅ-7)沿いの草原では，ヒバリやハクセキレイ，ノビタキ，シ

マセンニュウ，オオジュリン，カワラヒワなどが観察された．

河川と湖沼の鳥類

７種の鳥類が記録された．留別川（E-7）と留別沼（E-8）では，水面でキンクロハジロ

が，水際ではクイナやハクセキレイが観察された．また，オオセグロカモメやショウドウッ

バメ，ハシブトガラスが観察された．

海岸の鳥類

５種の鳥類が記録された．ナヨカ湾(E-5)では，オジロワシ，オオセグロカモメ，ウミネ

コ，ケイマフリ，ハシブトガラスなどが観察された．また，オジロワシはナヨカ湾のほかに，

紗那周辺（Ｅ-3)，紗那から留別に至る森林地域（Ｅ-6)，留別川（Ｅ-7)，年萌（Ｅ-10）でおも

に飛棚中の個体が確認され，繁殖の可能性もあると思われたが，詳細な調査は実施できなか
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った．同様にハヤブサの飛邦中の個体が紗那から留別に至る森林地域（Ｅ-6）で確認された．

調査時間の制約から十分な観察を行なえなかったので詳細については不明である．

２）国後島

・鳥類相の概要

国後島は択捉島に次ぐ面積があり，陸上からの調査は中部以南の森林から湿原にかけてで

行なった．のべ５日間の陸上での調査の結果，１４目27科68種の鳥類が記録された（表３，付

表２）．

国後島の鳥類相は，道東地方の鳥類相に類似していた．しかし，アオバトやコヨシキリ，

コムクドリ，ヒヨドリ，ハシボソガラス，ハシブトガラスなどは全く観察できないか，個体

数が非常に少ない点など，一部には違いも認められた．

・環境別の鳥類相

森林の鳥類

２８種の鳥類が記録された．古釜布の北東部に位置するノットセ（K-l）から近布内（Ｋ-6）

にかけては，ハマナスの大規模な群落が発達する砂浜海岸が続くとともに，樹林が海岸付近

にまで迫っている場所が多かった．そこではシマフクロウやコマドリ，ルリビタキ，キクイ

タダキ，ヒガラ，ウソなどが観察された．チクニ川沿い(Ｋ-2)を内陸に入るラインセンサス

ルートＲ,1付近では，標高100ｍ程度の地点でホシガラスが観察された．東沸湖（K-lO）の南

西岸には，エゾマツやトドマツの大径木からなる常緑針葉樹林が広く分布しており，また北

東岸は伐採等の過去の人為的影響を受けてミズナラやハリギリ，ハルニレ，イタヤカエデな

どの落葉広葉樹林が広がっていた．これら東沸湖周辺（Ｋ-10）と監視小屋周辺（K-ll）の樹

林ではアカケラ，コケラ，ミソサザイ，コマドリ，ルリビタキ，トラツグミ，アカハラ，ゴ

ジュウカラ，キバシリなどが観察された．

草原と湿原の鳥類

３６種の鳥類が記録された．ノットセ（K-l）から近布内（Ｋ-6）にかけての林縁部や海浜草

原では，ノビタキやエゾセンニュウ，ホオジロなどが観察された．ケラムイ岬の先端(K-l5）

から基部（Ｋ-16）にかけての草原ではノビタキやシマセンニュウ，マキノセンニュウ，オオ

ジュリン，カワラヒワなどが観察された．また基部付近（Ｋ-16）の湿地では，つがいと思わ

れるタンチョウの成鳥が２羽観察された．ニキショロ湖(Ｋ-8)は海岸に面した湖であり，周

辺でオオセグロカモメやアマツバメ，ショウドウツバメ，ホオジロ，カワラヒワなどが観察

された．東沸川河口から東沸湖にかけての中間湿原(Ｋ-9)では，オオジシギやノビタキ，シ

マセンニュウ，コヨシキリ，オオジュリンなどがみられ，東沸湖岸（Ｋ-10）の水際ではシマ

フクロウの足跡が確認された．コヨシキリは択捉島と色丹島では記録されず，本島のみで記

録された．監視小屋周辺（K-ll）や東沸湖岸から二本岩へ至る海岸沿い（Ｋ-12,Ｋ-13）の草

原では，ヒバリ，ウグイス，シマセンニュウ，ホオアカ，アオジなどが観察された．
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表3.択捉島（1998/7/18-19），国後島（2000/7/19-24），色丹島（1998/7/16-17）における環境別鳥類
生息確認種（陸上調査）．Ｆ:森林，ＧＷ:草原と湿原，ＲＬ:河川と湖沼，Ｃ海岸，ＣＩ:海岸と島襖．

Table3.BirdspeciesrecordedinEtorofUls・Oull8-191998),Kunashirils・Oull9-242000)andShikotanls・
Oull6-171998)byterrestrialresearch.Ｆ:Forest,ＧＷ:Grassland＆Wetland,ＲＬ:River＆Lake，
Ｃ:Coast,ＣＩ:Coast＆Islands．
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表３．つづき

Table３．Continued

６６ハシブトガラ随ｍｓｐａＩ側SfrjS
67ヒガラＰ.αfEr

68シジュウカラＰ､耐q/ｏｒ
６９ゴジュウカラsifmE"ｍ”“
７０キパシリαγ肋画ﾉhmj胸rjs
71ホオジロEmbe7jmcjoj心

７２ホオアカＥ・んｍｆｑ
７３アォジＥ､s”伽亡印加ｊｌＴ
７４オオジュリンＥ・sch“棚ピルｓ

７５カヮラヒヮαr血創issi剛、

７ ６マ ヒワ ｃ叩 ｊｍｓ

７７ベニマシコｕｍｇ脚ssjbj両c蝉

７８ウソＰｙｒ７ｈ"Iqpyrr加胸
７９シメｃ“、肋、妬熔ｍｃｍ油噸蛎f鱈

８０ニュウナイスズメPqsserm1伽如ｓ

８１スズメＰ･耐” f ” 妬

８２カケスＧα”脚1脚sgJ叩血河妬
８３ホシガラスM4ci向vz8u,“,yocpmcf“
８４ハシボソガラスｃｂｧU84scom〃ｆ

８５ハシプトガラスｃ,碗α"orhwchos

EtomfUls． KunashirilS． ShikotanlS．
Ｎｏ ． 極 SPedes

2０２４７５２８３６１６１７１２１１１５

14目27科68樋９目18科33煎10目21科38繭

ＦＣＷＲＬＣＦＧＷＲＬＣＦＧＷＣＩ

－ －－‐

河川と湖沼の鳥類

１６種の鳥類が記録された．ケラムイ岬の基部（K-l6）に位満するケラムイ湖や点在する湿

地では，カイツブリ，アオサギ，マガモ，スズガモなどが観察され，ケラムイ湖岸には数百

羽のウミネコがみられた．東沸湖（Ｋ-10）ではマガモやキンクロハジロなどが観察された．

これらカモ類が繁殖しているのかどうかは不明だった．

海岸の鳥類

１７種の鳥類が記録された．ノットセ（Ｋ-1）から近布内（Ｋ-6）にかけての海岸では，ウミ

ウやシノリガモ，オオセグロカモメ，シロチドリなどが観察された．古釜布湾(Ｋ-7)ではウ

ミウやオオセグロカモメ，ウミネコ，ミツユビカモメが観察されるとともに，市街地が形成

されているため国後島内で唯一スズメがみられた．アンドレエフカ川沿い（K-l4）では，ト

ビとキセキレイが観察された．ケラムイ岬の海岸（Ｋ－１５，Ｋ-16）では，ウミウやシロチド

リ，メダイチドリなどが観察された．監視小屋から二本岩へ至る海岸沿い（K-l2）では，ウ

ミアイサやトウネン，キアシシギ，オオセグロカモメなどが観察された．またオジロワシが

頻繁に出現し，監視小屋～植尻(Ｋ－１２，Ｋ-13)では飛鋪中の亜成鳥１羽のほか，食物を運ぶ

成鳥１羽が観察され，キナカイ（Ｋ-5）でも海岸の樹上にとまる１つがいの成鳥が観察され

た．合計９か所でおもに飛捌中や樹上にとまる個体が観察されたが，個体識別はできなかっ

たので重複記録の可能性もある．ミサゴは，束沸湖周辺（K-lO）から北西部の海岸（K-l2）

に至る４か所で飛溺中の個体が観察され，監視小屋付近（K-ll）では食物を運ぶ様子もみら

れた．ただし，これらオジロワシおよびミサゴともに営巣木や巣立ちビナ等の繁殖に関する

直接の情報は得られなかった.クリリスキー国立自然保護区のGrigoryev氏による2000年の繁

殖期の調査では,東沸湖周辺でミサゴを３つがい,オジロワシを２つがい確認している.Grigoryev
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表４．チクニ川沿いにおけるラインセンサス調査結果．観察個体数（優占率）．

Table4.SpeciesandindividualnumberofbirdsrecordedalongR1,Chikuni(Ilyushina)Rivon241uly
2000.Numberofindividuals(dominancerate)．

１
１

Ｒ､1(A）６:35-7:30Fair R､１(B）８:36-9:O4Fair

50m lOOmOutside５０mlOOmOutside

ルートRouteＮｏ．

観察幅RanRe

2(11.1）

１１C脚“I焔”畑、地Ｓ

ＡＩ，脚s”c版ｃｕｓ
Ｄｅ"dromPoskiz側ki

TrOgIOdy1eSimgIodyf露
ErijAa“sqkahjge

n1rsjgercyq""r"s
CeifmdゆAC"g

Lpc妬花肋ﾉhscわIafn
L・odlOfE"sis

Reglイルsrgg脚如５

Ｍ脚scim”sibirim
Pm'脚s”1Ｍsけｊｓ
Ｐ･pfer

P､jmjor
Sjfm“γ叩am

EmberjmSpodOc印加Ｉａ
Ｃａ耐脚eIiss加勉

ｕｍｇ妬sibjriczJs

Pyrr”ｋＷｒｱｶ"Ｉａ
Ｃｂｃｃｏ肋、側s舵Ｓｃocmfhm脚sfes

COrp脚scom"ｅ

１ツツドリ

２アマツバメ

３コゲラ

４ミソサザイ

５コマドリ

６ルリビタキ

７ウグイス

８エゾセンニュウ

９シマセンニュウ

１０キクイタダキ

１１サメビタキ

１２ハシプトガラ

１３ヒガラ

１４シジュウカラ

１５ゴジュウカラ

１６アオジ

１７カヮラヒヮ

１８ペニマシコ

１９ウソ

２０シメ

２１ハシポソガラス

1(5.3）１(4.2）

1(9.1）１(5.6）

1(9.1）１(5.6）

1(9.1）３(16.7）

２(11.1）

１(5.6）

１(5.6）

1(9.1）１(5.6）

2(18.2）２(11.1）

１(4.2）

4(21.1）５(20.8）

１

8８

１

2(18.2）

１(5.6）

2(18.2）２(11.1）

1(9.1）１(5.6）

10(52.6）１１(45.8）

2(10.5）２(8.3）

２
１

・ラインセンサス

チクニ川沿いでは，表４に示した４目１０科21種の鳥類が記録された．生息確認種は，ヒガ

ラやコマドリ，ルリビタキなどのような森林'性種が主体であったが，エゾセンニュウやウグ

イスのような森林周辺部を好む種,シマセンニュウのような草地性種も含まれていた.Ｒ､ｌ(Ａ）

は草地40％，森林60％と草地環境の割合が相対的に多いのに対して，Ｒ､１（Ｂ）では草地が２０

％，森林が60％と草地環境が相対的に少なかった．この環境の違いを反映して，観察幅50ｍの

優占率では，Ｒ,１(Ａ)の場合はアオジ52.6％，ウグイス21.1％，ハシブトガラおよびベニマ

シコ10.5％であったのに対し，Ｒ､１（Ｂ）はサメビタキ，ヒガラ，アオジがそれぞれ18.2％，

コケラ，ミソサザイ，コマドリ，キクイタダキ，カワラヒワがそれぞれ9.1％であり，Ｒ､１(Ｂ）

に比べてＲ,１(Ａ）は，森林性種よりも草地性種が多く確認された．国後島では全般的に，カ

ラス類を観察することがきわめて少なかったが，Ｒ､１（Ａ）では開けた環境を好むハシボソガ

氏は，我々に同行しながら，今回の調査で観察された個体とこれまでの確認個体は同一の可

能性が高いと証言した．国後島ではカラス類がきわめて少なかったが，海岸に面するノット

セ（K-l）やドマセワ川河口部（Ｋ-3)，植古丹（Ｋ-4)，ニキショロ湖（Ｋ-8)，監視小屋周辺

（Ｋ-11)，ケラムイ岬(Ｋ-15,Ｋ-16)でハシブトガラスが，同様に海岸部の監視小屋周辺(Ｋ

-11）と二本岩～植尻(K-l3）でハシボソガラスがそれぞれ観察された．個体数は計数してい

ないが，観察の機会はハシブトガラスの方が多く，２種ともに海岸部を中心に生息している

ようであった．

1 ９ ２ ４ ７ １ １ １ ８ ２合叶Total
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表５．ケラムイ岬におけるラインセンサス調査結果．観察個体数（優占率）．

Table5.SpeciesandindividualnumberofbirdsrecordedalongR2,Keramui(Veslovskiy)on201uly
2000.Numberofindividuals(dominancerate)．
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ルートRouteＮｏ． Ｒ､２(Ａ）１０:O0-1055Fair R､2(B）１０:05-11:O0Fair R､2に）１２:09-12:３６Ｆａｉｒ

ラスが記録された．観察幅を50,幅から１００，幅に広げた場合，Ｒ､ｌ(Ａ)ではコマドリ，ヒガ

ラ，アオジの確認記録が増えており，同様にＲ､１（Ｂ）ではコマドリ，ウグイス，エゾセンニ

ュウ，シマセンニュウ，ゴジュウカラの確認記録が増えた．観察幅を50ｍから１００ｍに広げた

場合，さえずりで確認しやすい種の記録数が増加することを示唆している．

ケラムイ岬では，表５に示した８目16科20種の鳥類が記録された．草原に湿地が点在する

環境を反映して，大部分は草地性の種であった．また，海に細長く突き出た半島であるため，

ウミウやオオセグロカモメなどの海岸性の種も観察された．観察個体数による優占度では，

観察幅50ｍの場合,センサスルート全体でカワラヒワが32.7％を占めて最も多く，次いでヒバ

リ30.0％，シマセンニュウ17.3％，オオジュリン6.4％等の順であった．また，平坦地で見通
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しが利く草原であるため,観察幅50ｍと100ｍでは出現種とその優占状況に大きな差は認めら

れなかった．センサスルート周辺は全体が砂丘草原であるが，場所により湿潤の程度が異な

っていた．３km地点より終点に至るＲ､２（Ｄ）とＲ､２（E）には湿地が点在し，水辺環境を反映

したシロチドリやハクセキレイ，また範囲外で観察距離が遠く年齢や繁殖状況などは不明で

あるが，アカアシシギが１羽観察された．センサスルートＲ､２（C）では，低茎草地にできた

水たまりでタンチョウの足跡が観察された．Ｒ､２（Ａ）～Ｒ,２（Ｄ）からは，それぞれオジロ

ワシがｌ例ずつ観察されており，Ｒ､２（Ｂ）とＲ､２（Ｄ）では成鳥であることも確認された．

これらは個体識別を行なっていないために詳細は不明であるが，５人の調査者が各区間を同

時に調査したための重複記録の可能性がある．カラス類は少なく，Ｒ､２（Ｅ）でハシブトガラ

スが３羽観察されただけであった．

・タンチョウおよびシマフクロウの生息状況

タンチョウは，ケラムイ岬基部（K-l6）の湿地で成鳥が２羽観察された．また，これらの

個体を発見した場所で，少なくとも２年前から使用されていると思われる古巣が確認された．

1995年および1996年に国後島ケラムイ岬で足環標識を装着された個体が北海道阿寒町と鶴居

村で観察され,北海道と国後島を行き来していることも明らかとなっている(佐藤1996,1997)．

シマフクロウは，複数の地点で痕跡ないし個体が確認された．ドマセワ川沿い(Ｋ-3)のト

ドマツを主体とした常緑針葉樹林内では，少なくとも１羽の生息が確認された．林床には湿

地が点在し，エゾアカガエルの幼生が多数みられたが，その水際には数枚の羽毛が落ちてい

た．また，近くの樹枝上からは風切羽が発見された．羽毛が発見された地点からほど近い，

ササ原の中に高木が疎生する開けた環境では，トドマツの樹上から飛び去る個体が観察され

た．またドマセワ川の河口付近では，シマフクロウによるものと思われるサケ科魚類の食痕

が発見された．植古丹（Ｋ-4）の海岸では，風切羽が１枚発見された．東沸湖岸（Ｋ-10）で

は，水際の砂州で足跡や羽毛などの痕跡が確認された．しかし，いずれも営巣木や繁殖の確

認はできなかった．なお，クリリスキー国立自然保護区の職員による2000年２月の調査では，

東沸湖周辺の樹林で少なくとも４つがいの生息が鳴き声によって確認されている．

国後島でのシマフクロウの生息環境は，北海道における生息環境とはやや異なっていた．

北海道では，シマフクロウの生息環境は広葉樹の大径木が生育する自然林である（竹中

2000)．しかし，国後島では広葉樹林の占める割合が非常に少なく大部分がエゾマツやトドマ

ツなどの針葉樹の純林であった．この状況は，国後島北部の爺々岳南西麓でも同様で，オオ

バヤナギからなる河畔林を除いてほとんどが針葉樹のエゾマツやアカエゾマッ，トドマッの

純林であり，営巣木はオオパヤナギやダケカンバである（竹中2000)．つまり，国後島にお

けるシマフクロウの生息環境は，広葉樹林や針広混交林が広がる北海道の生息環境とはやや

異なっているといえる．このような針葉樹の純林に近い環境に，オオパヤナギやダケカンバ

などの広葉樹が点在する環境も，シマフクロウの本来の生息場所のひとつであると考えられ，

人手が加わっていない本極の生息環境の一端を示唆するものである．
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３）色丹島

・鳥類相の概要

色丹島は択捉島と国後島に比べて小さく，また丘状の地形が多い島である．山地を欠き，

沿岸部は切り立った崖と複雑な海岸線になるところが多い．このような環境を反映して，陸

上部は森林から草原に生息する種が生息し，海岸部は海鳥の生息地となっていた．わずかな

時間での調査結果から，鳥類相を論じることは難しいが，陸上での約１．５日間の調査の結果，

９目１８科33種の鳥類が記録された（表３，付表２)．

・環境別の鳥類相

森林の鳥類

１２種の鳥類が記録された．マタコタン海岸（S-l）や斜古丹近郊のダム（S-2)、カンバライ

ソから斜古丹に至る峠（S-3)，イネモシリ海岸（S－７）に点在する森林では，ノスリやツッド

リ，ビンズイ，ミソサザイ，ルリビタキ，メボソムシクイ，ヒガラ，シジュウカラ，ウソな

どが観察された．

草原の鳥類

１１種の鳥類が記録された．島内は平坦な地形と草原が多くを占め，マタコタン海岸（S‐

l)，斜古丹近郊のダム（S-2)，エイタンノット崎（S-4)，イタコタン崎（S-5)、イネモシリ

海岸(S-7)の草原ではシマセンニュウのさえずりが多かったが，エゾセンニュウとマキノセ

ンニュウは出現しなかった．オオジシギ，カッコウ，ヒバリ，ノゴマ，ノビタキ，シマセン

ニュウ，アオジなどの森林周辺部から草原を好む種が観察された．

海岸と島の鳥類

１５種の鳥類が記録された．沿岸部や周辺の島は海鳥の繁殖地となっており，エトピリカや

ケイマフリ，ウトウ，チシマウガラス，ヒメウ，オオセグロカモメなどが観察された．ウミ

ネコは確認されなかった．エトピリカは営巣を確認できなかったものの，イタコタン海岸(Ｓ

-5）で20羽，カンバライソ沖の小島（S-6）で６羽，イネモシリ海岸（S-7）で22羽が観察さ

れた．ケイマフリは穴澗湾の入り口付近の海上で35羽が観察され，その他の地域でも観察さ

れたが繁殖は確認できなかった．チシマウガラスはカンバライソ沖の小島(S-6)で３巣，イ

タコタン海岸（S-5）の離島で巣と卵が確認された．ヒメウはカンバライソ沖の小島（S-6）

で営巣が確認された．オオセグロカモメは沿岸部で広く観察され，カンパライソ沖の小島(Ｓ

-6）では営巣が確認された．

４）船上調査による北方四島周辺海域の鳥類相

船上からの調査結果を表６に，調査地点別の結果を付表２に示した．北海道根室港および

国後島古釜布港との間の海上(ＯＳ，ＨＳ)では，オオハムやコアホウドリ，フルマカモメ，ハ

シボソミズナギドリ，カンムリウミスズメ，エトピリカなど１９種が観察された．

国後島の北東端，安渡移矢岬沖の弁天島から留夜別岬沖の荒島までを，国後烏東岸に沿っ
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表６.北方四島周辺海上における鳥類生息確認菰（船上調査）

Table６．BirdspeciesrecordedfromashipatseaandfromthecoastaroundtheSouthKurillslands．
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２１ウミガラス

２２ハシプトウミガラス

２３ケイマフリ

２４ウミスズメ
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○
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○○

○
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○
○
○
○
○
○
３
○
○
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○
○

9２

8面

Ｍ
２
５

１

て南西に移動し海上から観察したところ(Ｍ-1)，１４種が観察された．海上ではフルマカモメ

やハシボソミズナギドリが多くみられ，オオハムやハイイロウミツバメ，トウゾクカモメ，

ミツユビカモメ，ウミガラス，ウミスズメなども観察された．岩礁部やその周辺では，オオ

セグロカモメ，ウミウ，ヒメウ，ケイマフリ，ウトウ，エトピリカなどが観察された．荒島

（Ａ-2）は，留夜別岬の沖350ｍに位置する周囲約80ｍの小島であり，船上からの観察でオオ

セグロカモメ114羽が観察されるとともに，それらを主体とした集団繁殖地が確認された．ま

た周辺海上（A-l）と荒島（Ａ-2）ではケイマフリ５７羽，ウトウ173羽，エトピリカ85羽が観

察され，さらにフルマカモメやハイイロミズナギドリ，ウミネコ，ミツユビカモメなど８種

が観察された．Anisimova（1996）は，荒島でオオセグロカモメ，ウミウ，チシマウガラス，

ケイマフリ，ウトウ，エトピリカの集団繁殖地を記録しており，留夜別岬ではウミネコの巣

も確認している．

色丹島北東岸の軍艦岬から大崎を経てエイタンノット崎へ至る海上（Ｍ-2）では，コアホ

ウドリ，フルマカモメ，ハシボソミズナギドリ，ハイイロミズナギドリ，チシマウガラス，

ケイマフリ，エトピリカなど18種が観察された．エトピリカの集団繁殖地はエイタンノット

崎周辺に存在し，ケイマフリは軍艦岬に300羽以上からなる集団繁殖地が，そのほかにも数羽

５７

注）個体数が叶数できた瑚合は‘変中にその数を示した．Thefigur瞳soneachlocaritydesi郡ateindividualnumber．

３１

１８

4目9科23剛
合計棚数TotalsPeCieS

4目7科16糊

18轍 １９稲１６『１４和
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ないし数十羽からなる集団繁殖地が合計１２か所確認された．ウミウは３か所，チシマウガラ

スも３か所で集団繁殖地が確認された．また猛禽類では，飛湖中のオジロワシおよびハヤブ

サが観察されたが，航行中の船上からの観察であり繁殖等の詳細については判らなかった．

また，沿岸部にはアマツバメやハクセキレイなどもみられた．なおAnisimova(1996)は，色

丹島でオオセグロカモメ，ケイマフリ，ウトウ，エトピリカ，ウミウ，チシマウガラス，コ

シジロウミツバメの集団繁殖地を記録している．

色丹島と国後島との間の海上（Ｍ-3）では，コアホウドリ，フルマカモメ，ハシボソミズ

ナギドリ，ウミウ，チシマウガラス，トウゾクカモメ，オオセグロカモメ，ケイマフリ，ウ

ミスズメ，ウトウ，エトピリカなど16種が観察された．

謝辞

本稿をまとめるにあたって，クリリスキー国立自然保護区のEvgeniyM､Grigoryev区健からは

北方四島の鳥類に関する情報およびご助言をいただいた．また，専門家交流という枠組みの創設から

実際に北方四島へ渡航するまでには，外務省，総務庁（当時)，環境庁（当時)，北海道庁，根室市，

北方領土問題対策協会，北方四島交流促進全国会議，千島歯鮮浦島居住者連盟，安、火災海上株式会

社，三菱商事株式会社，ＮＨＫ，国際ツル財団，日本野鳥の会の道内各支部，故岩垂寿喜男日本野鳥

の会前副会憂，日本野鳥の会ボランティア翻訳グループアジアクラブの島崎芙美子氏，ロシア政府，

サハリン州政府，クリリスキー国立自然保謹区職員をはじめとする多くの方にお世話になった．以

上，すべての方々に心からお礼申し上げる．

要 約

1998年７月15～20日と2000年７月19～28日に，北方四島の択捉烏，国後島，色丹烏およびそれらの

周辺海上において鳥類の生息状況を調査した．その結果,陸上および海上をあわせて合計l5p35科９８

種の鳥類が観察された．

択捉島では38種の鳥類が観察された．山地地形が多かったが,河口や低地には大規模な湿原が発達

し，海岸には砂浜草原がみられた．森林では，アカケラやアカハラ，コルリ，ウソ，ホシガラスなど

が観察された．草原や湿原では，アオサギ，オオジュリン，シマセンニュウ，ノゴマ，ヒバリなどが

観察された．

国後島では68種の鳥類が観察された．山地地形が多く存在したが，河口や低地には湿原が発進し，

海岸には砂浜草原がみられた．森林ではコマドリやルリビタキ，キクイタダキ，ヒガラなどが観察さ

れ，草原や湿原ではアオサギ，ヒバリ，シマセンニュウ，オオジュリン，カワラヒワなどが観察された．

タンチョウは，国後島ケラムイ岬でつがいと思われる成鳥が２羽観察された．また，これらの個体

を観察した湿地で，古巣が発見された．これは，過去数年間にわたって繰り返し使用されたものであ

り畝繁殖は確認できなかったものの重要な発見となった．

シマフクロウは，国後島東沸湖周辺やドマセワ川沿いで痕跡ないし個体が観察された．営巣木や繁殖

に関する徴候は確認できなかった．国後島におけるシマフクロウの生息環境は，針葉樹の純林に近い
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環境に，オオバヤナギやダケカンバなどの広葉樹が点在する環境であった．これは．広葉樹林や針広

混交林が広がる北海血の生息環境とはやや異なっていたが,このような環境もシマフクロウの本米の

生息場所のひとつであると考えられ,人手が加わっていない本種の生息環境の一端を示唆するものと

考えられた．

色丹島では33種の鳥類が観察された．島は全体が平坦な地形と丘状の地形からなり，大規模な樹林

の発達はみられなかった．観察種は，シマセンニュウやオオジシギ，カッコウ，ヒバリ，アオジなど

の森林周辺部から草原を好む種が主体であった．沿岸部は複雑に入り組んだ海岸線を形成しており，

ウミウ，ヒメウ，チシマウガラス，シノリガモ，オオセグロカモメ，ケイマフリ，エトビリカなどが

生息していた．

海上および沿岸域では29種の烏類が観察された．沿岸域ではケイマフリやエトビリカ，ウトウ．チ

シマウガラスなどが観察された.北方四島にはこれらの海鳥にとって良好な環境が多く存在するもの

と考えられた．

北方四島の鳥類ｷ11は，北海道の中でもとりわけ近東地域と類似していた．しかし，アオバトやコョ

シキリ，ヒヨドリ，コムクドリなどのように北海jiiでは普通にみられる種が，少ないかあるいは全く

観察されないなどの違いもみられた．

引用文献
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BirdsofJapan'sdisputednorthemterritories,theSouthKurillslands

MakotoKawanabel，Noritakalchida2，ＹｕｔａｋａＫａｎａｉ３，

ShinjiKawasaki4,YuzoFujimaki5＆ＦｕｍｉｏＳａｔｏ６

１．IntemationalCenter,WildBirdSocietyofJapan、2-35-2Millamidaira・Hino,Tokyol91-OO4l・jaI)aｎ

２．ＡｓｉａCouncil,BirdLifelntemationa1.2-35-2Minamidaira,Hino,Tokyo191-0041,Japan

3．ResearchCenter,WildBirdSocietyofJapan、2-35-2Minamidaira,Hino,Tokvol91-()041.Japan

4．SanctuaryCenter,WildBirdSocietyofJapan・ShunkunitaiWildBirdSanctuarvNatureCenler、

１０３Tobai,Ｎｅ、uro,HokkaidoO86-OO74Japan

5・LaboratoryofWildlifeEcology･DeparlmentofAgro-EnvirollmentalScience，ObihiroUniversity〔)f

AgricultureandVeterirlaryMedicine,Inada,ObihirooHokkaidoO80-8555・Japan

６．YamashinaInstituteforOmithology・’１５Ｋ〔)noVama・Abiko,Chiba270-ll45・Japan

TheavifaunaoftheSouthKurillslands（Japan'snorthemterritories，presentlvinRussian

Federation）wereresearchedduringl5-20July,l998andl9-28July,2000．Atotalof98species
wasrecorded、

InEtorofuls.，３８specieswereobserved．、c""ﾉひc”0ｓ〃r(Zﾉひﾉ１７Wﾉ油ｲＳｃﾙﾊ'so肱"s，Ｅﾉﾉﾙ"c"ｓ

のⅦ"e，Ｂ'γ油"〃ノ，y"畑Ar，Ｍ"駒ｎｇｎｃａﾉ〕'0αz/αc/"，etc・wereobservedintheforest．ＡﾉT/cα

α"cﾉでα，Ｅ"I6c》たαScﾙＯＧ"/c/"s，ＬＯａ崎/c/〃OcA0/c"sis，Ｅ肌“ﾉﾉﾉ叩c，Ａ〃"”αﾉ･''c"ＳＩＳ・etcwere

observedingrasslandorwetlandareas・

InKunashirils.,６８specieswereobserved．＆αAα〃jigc，刀ﾉ憩睡ﾉ'のI(z""ﾉＷＳ．Ｒ昭"/"ｓノ理""'s，

Ｒ7ﾉＷＳα花）；etc，wereobservedintheforest．Ａ》：ｃｉ"cﾉ”,Ｅ"Ｉ.ＳｃﾉﾉOc"た/"s,Ｌ｡c"s/cﾉﾙｨﾉ〔･ルノん"s応，

AA7・の．Ｕe"sjs，Ｑ７》伽e/ｊｓｓｉ"/”,etc､wereobservedingrasslalldorwetlandareas・

TwoindividualsofGﾉＷＳ"o"c"s応andtheiroldnestwereobservedatKeramui（Veslovskiy)．

ＫＣﾉﾉゆα６敗ﾙis/o"/wasobservedaroundTofutsu-ko（LakePeschanoye）andalongtheDomaseva

RiverinKunashirils､butthenestingtreewasnotdiscovered・Thehabitatofthisspecieswas
ratherdifferentfromthatinHokkaido・

InShikotanls.，３３specieswereobserved，includingA汎ｃ加cﾉ”，Ｅ"２．ｓ〔･AOC"/c/"s、Ｌ(ﾉＬＷＳ/c/〃

“ﾙ0/e"sjS，α"/"αｇＤ〃αノゴI('雌",Ｃ"c"Ａｆｓｃα"oﾉＷＳ,Ａ/､αﾉ･“"sjs,Ｅ"Ｉ.ゅ0血(･ゅ〃α/h,〃α〃cﾉ7）ＣＯﾉ“

〔”/”"s,Ｒ〃ﾉ/c,ﾉﾂs/ﾉ0"た"ｓ〃ぷﾉ0"/c"s,Ｌα"鮒Scﾙﾒs/応“"s､α”ルィＳｍﾉ伽,Ｌ""”(ﾉγﾉM1/“
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２９specieswereobservedalongthecoastsandatsea,includingCE”〃"ｓ“坊0,Ｌｚ”dtzc力･ﾉ加如，

α”7力加ａｚ７刀0"0“”舷,混ﾙα〃α℃c０，ｍｚ"北．Ｔｈｅｉｒｈａｂｉｔａｔｓｅｅｍｅｄｔｏｂｅｉｎｇｏｏｄｃｏndition・

TheavifaunaiscloselyalliedtothatofeasternofHokkaido，Ｂｕｔｓｏｍｅｓｐｅｃｉｅｓｔｈａｔａｒｅ

ｃｏｍｍｏｎｉｎＨokkaido,notablySﾘｳe"z"7ISS秘OA鯉ＡＣ?りcゆﾙαﾊｲs6is/7種c“s,ｆ６ﾘ)s幼gjesα”α1"り雄

ａｎｄＳｒｊ"池崎’A"”e卵sjS,wereeithernotobservedorwereveryrare・

K2yzU07恋Ａ"椀""α,Grusjaponensis,Ketupablakistoni,Ｓどα６ｶ心Ｓｂ"娩Ｋ"ガノな”dｓ



付表1．北方四局における烏類調盃実施地点

Appendixl・ExpIoitationareaintheSouthKurillslandS．

島名
】sland

撹捉島
EtorDfuIs．

圃後島
KunaShiriIs．

色丹島
ShikolanIS．

沖合潤上

Ｏ雌ho亜舞、

地点爵崎

ＬｏＥａｌｉｌｙＮｏ．
Ｅ･１

Ｅ･ｚ

Ｂ３

Ｅ斗

Ｅ－５

Ｅ･６

Ｅ･７

Ｅ･８

Ｅ･９

E-10

Ｋ-１

Ｋ．２

Ｋ.３

Ｋ斗

Ｋ･５

Ｋ.６

Ｋﾛ７

Ｋ８

Ｋ.９

K.１０

Ｋ．１１

Ｋ.ｌ２

Ｋｐ１３

Ｋ･l4

KpI5

K･】６

Ａ－１

Ａ－２

Ｓ･Ｉ

Ｓ２

Ｓ･３

Ｓ－１

Ｓ－５

Ｓ－６

Ｓ－７

０ｓ

ＨＳ

Ｍ-】

Ｍ-２

画衰臼時

Ｄｍｔｅ＆ＬＤ“1tｉｍｅ

１８IuIyl99818:30.1”O

18JuIyl99819:53-20:15

18IuIyl998】1:Z0.16:１０

１８julyl99816:36.17:００

】9Iulyl998］7:50‐

１９IuIyl9981O:40.11:ｌ５

１８Ｍｙｌ９９８１１:23.13:1O

18IuIyl99811:30.11849

18Ｍｙｌ９９８１】:52

18Iulyl9981z:16.13:加

勢Iuly20OO16:10-16:４５

Z4Iuly200O6:35-9鯉

24IuIy20006:00.9;50

19&z4july2000
15:絹-17:１０(19thL14:50-15:お(24th）

19Iuly2OOO15幻0-]5:弱

郵IuIy200014:20.14:３５

z4Iuly200014:10-14:２５

Z3IulyZOOO11:0O]]:30

21＆型july2000
7:05.9:40(215t),6:5ひ10:10(22,.）

21＆型luly2000
12SO-17:50(２１５１),14:10.17840(互愉｡）

Z1&ZZluly2000
954O10:55(21s！),17:40.18:10(22,.）

ZZluly20007:10.9800,11:】０－]2:１０

型July20009:00-11:lO

ZOJulyZOOO15ら0-16:40

20luIy20008:”9:４５

ZOIuly20(、］3800.15:30

27IuIy200015:00-15830

”luIy200Ol5:00.15”

１６IuIyl99820:25.20:35

1γIulyl9989:00.9:３０

１７Iuly199816:００．１６３０

１７IuIyl”89851.12E00

17IuIyI的８１２:30．】2:56

17Ｉｕｌｙ】”８１４sひ】6:O0

16july199819:０２．２０;O5

15IuIy】”８１６:２８‐

19&20Myl998

16:30.18:００(191h),10:40.14:00(ZOth）

Z7lulyZOOO1]:30.15:OO

25My20009:10-16815

Ｍ･３２６IuIy20007:10.14830

国交地点

LoEatily

別飛出原BePPi(RUydovo〕Ｍ率ｈ

別隅湿原付近轟林For魔tｎ画rBcPPi(REydovo)Ｍ…ｈ
紗弼周辺syana(KuriI5k）

紗那近鋪岬化靭HakhcrynearSyana(KuriI5k）

ナヨカ湾Nay⑨knIKil⑥vyy)Ｂａｙ
森林地域（紗駆一冊別）

恥睡l碇twEmsyam(Kuril5k)＆Ｒｕ錠R5u(Fio“r）

fW別川Rubelsu(Kuybyshcvka)ＲＩＬ，．

｛W別棚RubetslJI-numn(IakeMaIoyc〉

年萌湖分岐Junctlonof'1bshimol-ko⑱Iagodamoye）

年萌TbshImol

ノットセNottosc(PWova）

チクニ川柵いAIongChlkuni《IIyushIna)RiL,、

ドマセワ川禰いAIon樫DomascⅧRIv･

植古丹Ucnkotan

キナカイKInakal(雌momnyy）

近布内ChIkappun:Bi(Sukachcva）

古釜布湾ＦＵｍｋａｍ”ｐｕ(Yuzhno-KuriIskaya)Ｂａｙ

ニキショロ湖Mkisyo”ｋｏ《Lakcl』19ｍｍ“,c）

東沸川河口～東沸湖‘Tbfutsu(Sじrnovodsk)～Tofulsu-ko

(PEsChanoye）

東沸湖周辺Ａround･mofu【su-ko(ukcPeschanoye）

監説小、周辺AroundobsenPalionshcd

監視小肘～二本岩Shc《I～Nihon-Iwn(Znamenkn）

二本岩～械尻Nihon-i唖(ZnamcnkKl)～ＵどnjIriいlどkhi咽）

アンドレエフカ川沿いＡｌｏｎｇAnd『Ｗい'kaRjT・

ケラムイ岬先靖付近Ｔ１ｐｏｆＫ唾ｍｌｍｌＭＶ“IovskI》｡）

ケラムイ岬離郁付近BasaIpartofKcmmui(VCsIovskiy）

囚後島罵島沖～荒島

Ara5himm(RCS砿hEWl)15.～OffＡｒ蝿hima(RCS“h低”)15.
国接島尻島とその周辺

Ｉｎ８ｍｄｎｒｍｍｄＡｒ弱hima(Rog“hwn)1$，
マタコタン海曲fMatnkomnrr唾Llbcts）

斜古丹近郊ダムＤａｍ、“rSyakoい、(MaIokurIIskoye）

峠（カンパライソー斜古丹）

Fa5sbElw“nKanbnmi5o＆syakolan(MiUIokuriI5k⑥y⑪）

エイタンノット崎Elt趣motlo(ＫｍｙＳｖ巴la）

イタコタン崎Itakomn(Ｎどpokomyy）

カンパライソ沖の小島

IsIandoffKanba虚i”飼唖rItakotmn(Ｎ笹Pokomyy）

イネモシリ海岸Incmoshiri(Dimitrova）

北海遊機菰池～国後島古笹布推

ＮＥｍｕｍ,Hokkaido～Fumkamappu(Yuzhno･Kuri鵬kaya)‘
Kunash姉15,

国後島古益術港～北海近根丞誰

Fun』kamappu(Yuzhn⑥､Kuril5kiuym1’Kuna5hiriI師,～Ｎ⑱muro‘
HDkkaido

国後島弁天島～荒島

Bcntcnjima(Piko)Ｉｓ.～Ar鑑hina(R⑨僻にhcva)1ｓ．,Ktm鑑hiri】$・
色丹島蹴艦岬～大崎～エイタンノット崎

Cunkanmi錘kMORmdnyy)～Osaki(U81ovoy)～Eimnnotto(Kray
SvEm),ShikotanIs･

色丹島～国後島ShIkolanIs.～Kunnshiri,1s．

｡Ｃ:ＣＯ鋪1,Ｆ:Ｆ⑨I垣st,Ｃ:CmssIandaI:I5Idmd,Ｌ:いｋｕＲ:Riv唖Ｓ:険P酌,ｎｎｄＷ:Ｗ唖ｌａｎｄ

現境
EzwimnmImt｡
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温臓Ｗ

森梓Ｆ

轟帖煎蹴F&C

姦林’航脱Ｆ＆Ｇ

海押Ｃ

蔽林Ｆ

巌林’煎蹴,河川Ｆ,Ｇ＆Ｒ

燕脱,湖柵Ｇ＆Ｌ

廠枠,峨脱Ｆ＆Ｇ

峨原Ｇ

蔽枠.峨原‘海岸Ｆ,Ｃ＆Ｃ

巌林,爪凧,河川ＥＣ＆Ｒ

巌林,爪脱‘河川Ｆ,Ｇ＆Ｒ

姦林,峨胤,海岸ＥＧ＆Ｃ

箪噸Ｇ

厳林‘峨脈‘海ﾊ４Ｆ,Ｃ＆Ｃ

海附Ｃ

顛猟.湖潮Ｇ＆Ｌ

巴蹴,河川,湖湖Ｗ､ＲとＬ

巌朴,河川,湖湘Ｆ‘Ｒ＆Ｌ

森林,原膜,祷柵Ｆ,Ｇ＆Ｌ

森林,餓肌海侭１F,G&C

森林，峨陳,海岸ＥＣ＆Ｃ

壷林,構彫Ｆ＆Ｃ

草原,樫胤,海岸Ｇ,Ｗ＆Ｃ

戴蹴,温胤,湖測Ｇ,Ｗ＆Ｌ

海上Ｓ

島とその周辺海上Ｉ＆Ｓ

森林,収脱,海開１Ｆ,Ｃ＆Ｃ

巌林,峨蝋Ｆ＆Ｇ

姦杵Ｆ

蔵陳,海ﾊｌＧ＆Ｃ

煎原.海州Ｃ＆Ｃ

海岸Ｃ

毎林,峨蹴‘梅岸Ｆ,Ｃ＆Ｃ

海上Ｓ

海上Ｓ

海鰍,海上Ｃ＆Ｓ

梅川.海上Ｃ＆Ｓ

海上Ｓ
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付表2.調査地点別鳥類生息確認種（1998年および2000年調査結果）
Appendix2，BirdlistoftheSouthKurillskmdsbasedonthereSearchinl998and2000．
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５１アマツバメ

５２アカゲラ

５３コゲラ

５４ヒバリ

弱ショウドウツパメ

５６イワツバメ

５７キセキレイ

５８ハクセキレイ

５９ピンズイ

６０ミソサザイ
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８５ホオアカ
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